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6/14木

「初級中国語文法」
その後の中国語文法

と

「初級中国語」とその後の中国語
第2回

第3回 7/12（木）木村英樹氏
第4回 10/11（木）中川正之氏
第5回 11/8  （木）杉村博文氏
第6回 12/6  （木）木村英樹氏

中国語は孤立型言語・単音節言語・声調言語・SVO型言語・
主題優先言語などさまざまな類型論的特徴づけがなされ，さ
らに一歩進んで，時間順序原則・親和性原則・選択難易度原
則・対句志向・傍観者俯瞰型視点など，さまざまな原則や性
向が指摘されている。例えば「风雨」と言って「雨风」と言
わない理由は声調に求められ，「风雨」が語順を保持したま
ま「刮风下雨」や「风吹雨打」，更には「风吹不着，雨打不
着」へと拡大する理由は対句志向に求められるだろう。また，
「小红花」と言って「红小花」と言わない理由は選択肢の多
寡にもとづく選択難易度に求められている。現在までに中国
語および中国語文法に関して言及されている特徴・原則・性
向が具体的にどういう言語現象，特に文法現象として顕現し
ているかを概観しつつ，中国語の文法教育にどのように反映
させるべきかを考える。

1951年，徳島県麻植郡（現吉野川市）生まれ。
1976年，大阪外国語大学外国語学研究科東アジア語学専攻修了。
大阪外国語大学外国語学部教授，大阪大学大学院言語文化研究科教授を経て，
2017年3月，大阪大学を定年退職。
著書に『中国語文法教室』（大修館書店），『现代汉语语法研究―以日语为
参考系』（大阪大学出版会），『現代中国語のシンタクス』（日中言語文化
出版社）等。

講演概要

今後の開催予定

講師紹介

18:00~19:30
（17:30～受付開始）

参加無料
（事前申込制）

定員 30 名

中国語教員、中国語の教員を目指している方、大学院生向けセミナー


